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1. はじめに

本稿は [4] に基づいている. 詳細は [4] を参照してほしい.
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まる. 大ざっぱに言って, Quillen 計量は, $\lambda(\mathcal{O}_{X})$ 上の $L^{2_{-}}$ 計量にラプラシアンの行列式の
重み付き交代積 (解析的捩れ) を乗じたものである (\S 2 参照) .

Qufllen 計量は, いくつかのコンパクト K\"ahler 多様体に対し, 具体的に求められている.
例えば, 種数 1 のコンパクト Riemann 面の場合, Kronecker の極限公式と等価な次の関係式
が成り立つ.

定理 1.1(Ray-Singer [7]). $E=\mathbb{C}/\mathbb{Z}+\tau \mathbb{Z}$ を種数 1 のコンパクト Riemann 面, $k_{E}=({\rm Im}\tau)^{-1}$

$dz\otimes d^{-}z$ を体積が 1 の平坦 K油 $\mathrm{l}\mathrm{e}\mathrm{r}$ 計量とする. Serre 双対により, $H^{1}(E, \mathcal{O}_{E})^{\vee}$ と $H^{0}(E, \Omega_{E}^{1})$

を同一視することによって, $\lambda(\mathcal{O}_{C})$ を $H^{0}(C, \mathcal{O}_{C})\otimes H^{0}(E, \Omega_{E}^{1})$ と同一視する. $\Delta(\tau)$ を Ja-
cobi の $\Delta$ 関数とする. このとき, $(E, k_{E})$ から定まる $\lambda(\mathcal{O}_{E})$ 上の Qufllen 計量は

$||1\otimes dz||_{Q}^{2}=2^{-2}|\Delta(\tau)|^{-\frac{1}{6}}$

で与えられる.

次に, $X$ を種数 2 のコンパクト Riemann 面とする. $X$ 上の Wierstrass 点をとり, $X$ を
Jacobi 多様体 $J=\mathbb{C}^{/}\mathbb{Z}+\tau \mathbb{Z}$ に埋め込む. このとき, 標準的に $\lambda(\mathcal{O}_{X})\simeq\lambda(\mathcal{O}_{J})\otimes\Omega_{J}^{2}$ となる.
この同型を通じて $1\otimes(dz_{1}\wedge dz_{2})$ (こ対応する $\lambda(\mathcal{O}_{X})$ の元を $\sigma$ とおく. $k_{J}={}^{t}dz({\rm Im}\tau)^{-1}d\overline{z}$ を

$J$ 上の平坦な Kiler 計量とし, $k_{X}=k_{J}|_{X}$ を $k_{J}$ の $X$ への制限とする. このとき, $(X, k_{X})$

から定まる $\lambda(\mathcal{O}_{X})$ 上の Quillen 計量は次で与えられる ([11] も参照) .
定理 L2 (Bost-Mestre-Moret-Bailly [2], 上野 [9]). $\chi_{2}(\tau)=\prod_{(a,b):\mathrm{e}\mathrm{v}\mathrm{e}\mathrm{n}}\theta_{ab}(0, \tau)$ を井草の保型

形式とする. $\zeta(s)$ を Riemann ゼータ関数とし, $c_{2}=2\dashv\pi^{-\frac{2}{3}}$ e-4\mbox{\boldmath $\zeta$}’(刊 とおく. このとき,
$(X, k_{X})$ から定まる $\lambda(\mathcal{O}_{X})$ 上の Quillen 計量は

$||\sigma||_{Q}^{2}=c_{2}(\det{\rm Im}\tau)^{\frac{1}{6}}|\chi_{2}(\tau)|^{-\frac{1}{3}}$

で与えられる.

他にも, 種数 2 以上のコンパクト Riemann 面 $M$ を, $\Gamma\backslash fl_{1}$ ( $\mathfrak{H}_{1}$ は上半平面, $\Gamma$ は $PSL(2, \mathbb{R})$

の疎な部分群) と同一視し, $\Gamma\backslash \mathfrak{H}_{1}$ 上の計量として Poincare’計量 $\rho$ を考えた場合, $(M, \rho)$ か
ら定まる $\lambda(\mathcal{O}_{M})$ 上の Quillen 計量は, Selberg ゼータ関数の特殊値と関連することが知られ
ている (D’Hocker-Phong[3], Saxn詠 [8]) . また, 高次元のコンパクト K紐$\mathrm{l}\mathrm{e}\mathrm{r}$ 多様体の場

* 京都大学大学院理学研究科 (Department of Mathematics, Faculty of Science, Kyoto University).
\dagger 東京大学大学院数理科学研究科 (Graduate School of Mathematical Sciences, University of Tokyo).

数理解析研究所講究録 1281巻 2002年 141-145

141



合, アーベル多様体のテータ因子から定まる Quillen 計量, および対合を持つ K3 曲面から定
まる同変 Quillen 計量は, それぞれモジュライ空間上の保型形式と関連することが知られてい
る (吉川 [11], [12]).
さて, $C$ を種数 3 のコンパクト Riemaxm 面とする. このとき, 非分岐な二重被覆 $\pi$ : $Darrow$

$C$ に応じて, $C$ は Kummer 曲面 Kum(A) の因子として実現できる (\S 3 参照) . ここで, $A$

は周期 $(1, \tau)$ のアーベル曲面で, $\mathrm{K}\mathrm{u}\mathrm{m}(A)$ $=A/[-1]_{A}$ である. $k_{A}={}^{t}dz({\rm Im}\tau)^{-1}d\overline{z}$ を $A$ 上

の平坦な K訓 er 計量とする. $k_{\mathrm{K}\mathrm{u}\mathrm{m}(A)}$ を orbifold の意味で $k_{A}$ から誘導される Kum(A) 上の
Kiler 計量とし, $k_{C}=k_{\mathrm{K}\mathrm{u}\mathrm{m}(A)}|_{C}$ とおく. すると, $(C, kc)$ はコンパクト K」er 多様体で
ある.
以下, $(C, k_{C})$ から定まる $\lambda(\mathcal{O}c)$ 上の QuiUen 計量が, 定理 1J や定理 12 のように具体

的に求められることを見てゆく (\S 4 参照) .
2. QUILLEN 計量

この節では Quillen計量について復習する. $(X, k_{X})$ をコンパクト K訓 er 多様体, $(F, h_{F})$

を $X$ 上の正則な Hermite ベクトル束とする. $A^{0,q}(F)$ を $F$ に値をもつ滑らかな $(0, q)-$ 形式
のなす空間, $\square _{F}^{0,q}$ を $A^{0,q}(E)$ に作用するラプラシアンとする. $\sigma(\square _{F}^{0,q})$ を口 $0,qF$ のスペクトル

とし, 各 $\lambda\in\sigma(\coprod_{\acute{F}}^{0q})$ に対して, $E_{F}^{0,q}(\lambda)$ を $\lambda$ に対応するロ $0,qfi^{1}$ の固有空間とする.
このとき, ラプラシアン・ゼータ関数 $\zeta^{0,q}(s, F)$ が $\zeta^{0,q}(s, F)$ :=\Sigma ,6。( $\square$0F’)\{0}din $E_{F}^{0,q}(\lambda)\lambda^{-s}$

で定義される. $\zeta^{0,q}(s, F)$ は ${\rm Re}(s)>\dim X$ で絶対収束し, 複素平面 $\mathbb{C}$ 上有理型に解析接続
され, $s=0$ で正 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{I}\mathrm{J}$であることが知られている. $\det*\coprod_{\acute{F}}^{0q}:=\exp(-\frac{d}{ds}|_{s=0}\zeta^{0,q}(s, F))$ とお

$\langle$ .
定義 2.1([7]). 解析的捩れとは, $\tau(X, F)=\prod_{q\geq 0}(\det^{*}\square _{\acute{F}}^{0q})^{(-1)^{\mathrm{r}}q}$ で定義される正の数であ
る.

$\lambda(F)=\otimes_{q=0}^{g}(\det H^{q}(X, F))^{(-1)^{q}}$ をコホモロジーの行列式とする. $\lambda(F)$ には, 以下のよう
に $L^{2_{-}}$ 計量と Quillen 計量が定まる. $H^{0,q}(X, F):=E_{F}^{0,q}(0)$ を調和 $(0, q)-$ 形式のなす空間と
する. Hodge の定理より, $H^{q}(X, F)$ は $H^{0,q}(X, F)$ と同一視され, その積分を通じて $\lambda(F)$

に Hermite 計量が入る. この計量を $L^{2_{-}}$ 計量と呼び, $||\cdot||_{L^{2}}$ で表す.

定義 2.2([6]). $\lambda(F)$ の Quillen 計量とは, $||\cdot||_{Q}^{2}:=\tau(X, F)||\cdot||_{L^{2}}$ で定義される計量であ
る.

Quillen 計量は, Rjem�面上のベクトル束の場合に (正確にはその族の場合に) Quillen
が考察した. また, Quillen 計量は, Gillet と Soul\’e が Arakelov 幾何の算術的 Riemann-
Roch の定理を確立する際に用いられた.

次に, Bismut 達によって拡張された群作用付きの QuiUen 計量 (上記の同変版) につい
て, その特別な場合である対合付きの場合に述べたい (詳細は [1] を参照) .
以下では, 正則な対合射 $\iota$ : $Xarrow X$ で $k_{X}$ を保つものが存在すると仮定する. $\mu_{2}$ で位数 2

の群を表せば, $\mu_{2}$ の生或元と $\iota$ を同一視することにより, $\mu_{2}$ は $X$ に作用する. さらに, $\mu_{2}$

の作用が $F$ に持ち上がり $h_{F}$ を保つと仮定する.
$k_{X},$ $h_{F}$ は $\iota-$ 不変なので, $\iota$ は $E_{F}^{0,q}(\lambda)$ に作用し, $E_{F}^{0,q}(\lambda)$ を $\iota^{*}-$ 不変部分空間 $E_{F}^{0,q}(\lambda)_{+}$ と

$\iota^{*}-$ 反不変部分空間 $E_{F}^{0,q}(\lambda)_{-}$ の直交直和に分解する. ゼータ関数 $\zeta_{\pm}^{0,q}(s, F)$ を $\zeta_{\pm}^{0,q}(s, F):=$

$\sum_{\lambda\in\sigma(\Pi_{\dot{F}}^{\mathrm{O}q})\backslash \{0\}}\dim E_{F}^{0,q}(\lambda)_{\pm}\lambda^{-s}$ で定める. $\det_{\pm}^{*}.\coprod_{\acute{F}}^{0q}:=\exp(-\frac{d}{ds}|_{s=0}\zeta_{\pm}^{0,q}(s, F))$ とおく.
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定義 2.3 ([1]). $\mu_{2^{-}}$ 同変な解析的捩れとは, $k=0,1$ に対し,

$\tau_{\mu_{2}}(X, F)(\iota^{k})$ $=( \prod_{q\geq 0}(\det_{+}^{*}\coprod_{F}^{0,q})^{(-1)^{q}q})(\prod_{q\geq 0}(\det_{-}^{*}\coprod_{F}^{0,q})^{(-1)^{q}q)^{(-1)^{k}}}$

で定義される正の数である.
$H^{q}$ ($X$, F)よを $H^{q}(X, F)$ の $\iota$ に関する $\pm 1-$ 固有空間とし,

$\lambda(F)\pm=\otimes_{q=0}^{g}(\det H^{q}(X, F))\pm)^{(-1)^{q}}$ , $\lambda_{\mu_{2}}(F)=\lambda(F)_{+}\oplus\lambda(F)_{-}$

とおく. $\lambda_{\mu_{2}}(F)$ は $\mu_{2^{-}}$ 同変なコホモロジーの行列式と呼ばれる. (群作用のない場合の) コ

ホモロジーの行列式のときと同様に, 分解 $H^{q}(X, F)=H^{q}(X, F)_{+}\oplus H^{q}(X, F)_{-}$ に応じて,
$\lambda(F)\pm$ に $L^{2}-$ 計量 $||\cdot||_{L^{2},\lambda(F)}\pm$ が定まる.

定義 2.4([1]). $\mu_{2^{-}}$ 同変な Quillen 計量とは, $k=0,1$ と $\varphi=(\varphi_{+}, \varphi-)\in\lambda_{\mu_{2}}(F)$ に対し,

$||\varphi||_{Q,\lambda_{\mu_{2}}(F)}^{2}(\iota^{k})$ $=\tau_{\mu_{2}}(X, F)(\iota^{k})||\varphi_{+}||_{L^{2},\lambda(F)_{+}}^{2}||\varphi_{-}||_{L^{2},\lambda(F)_{-}}^{(-1)^{k}2}$

で定義される $\lambda_{\mu_{2}}(F)$ 上の関数 $||\cdot||_{Q,\lambda_{\mu_{2}}(F)}^{2}(\iota^{k})$ のことである.

$\tau_{\mu_{2}}(X, F)(1)$ は, 定義 2.1の解析的捩れ $\tau(X, F)$ に一致する. $\lambda(F)$ は $\det\lambda_{\mu_{2}}(F)$ に (符合
の差を除いて) 標準的に同型である. この同型を通して $||\cdot||_{Q,\lambda_{\mu_{2}}(F)}^{2}(1)$ から定まる $\lambda(F)$ の計
量は, 定義 22の Quillen 計量 $||\cdot||_{Q}^{2}$ に一致する.

3. 種数 3 の非特異射影曲線と KUMMER 曲面

この節で

る. $fl_{2}=\{$

角行列の $Sp$

とおく. $\Theta$

する.

は, 種数 3 の非特異射影曲線が Kummer 曲面の因子として実現されることを見
$\tau=(\begin{array}{ll}\tau_{11} \tau_{12}\tau_{12} \tau_{22}\end{array})\in GL(2, \mathbb{C})|{\rm Im}\tau>0\}$ を次数が 2 の Siegel 上半空間, $\Delta$ を対

$2(\mathbb{Z})$ 軌道がなす $\mathfrak{H}_{2}$ 上の因子とする. $\tau\in \mathfrak{H}_{2}$ に対し, $A_{\tau}$ を $A_{\tau}=\mathbb{C}^{2}/\mathbb{Z}^{2}+\tau \mathbb{Z}^{2}$

$\tau$
を $A_{\tau}$ のテータ因子とする. $\mu_{2}$ を $[-1]_{A_{\tau}}$ で生或される $\mathrm{A}\mathrm{u}\mathrm{t}_{hol}(A_{\tau})$ の部分群と

$a\in\{0,1\}^{2}$ に対し, $\mathrm{f}_{a}(z):=\theta_{\frac{a}{2}\prime 0}(2z, 2\tau)=\sum_{n\in \mathrm{Z}^{2}}\exp\pi i\{^{t}(n+\frac{a}{2})2\tau(n+\frac{a}{3})+2^{t}(n+\frac{a}{2})2z\}$

とお $\langle$ . $\{\mathrm{f}_{a}\}_{a\in\{0,1\}^{2}}$ は $H^{0}(A_{\tau}, \mathcal{O}_{A_{\tau}}(2\Theta_{\tau}))$ の基底になる. 線型系 $|2\ominus_{\tau}|$ は基底点自由であり,

$\Phi_{|2\ominus_{\tau}|}$ : $A_{\tau}\ni zarrow(\mathrm{f}_{10}(z) : \mathrm{f}_{11}(z) : \mathrm{f}_{01}(z) : \mathrm{f}_{00}(z))\in \mathrm{P}^{3}$

を定める. $\mathrm{f}_{a}(z)$ は偶関数なので, $\Phi_{|2\Theta_{\tau}|}$ は $\Psi_{\tau}$ : $K_{\tau}=A_{\tau}/\mu_{2}arrow\Phi|2\ominus_{\tau}|(A_{\mathcal{T}})\subset \mathrm{P}^{3}$ を導く. こ
のとき, $\tau\in \mathfrak{H}_{2}\backslash \Delta$ であれば, $K_{\tau}$ は $\Phi_{|2\ominus_{\tau}|}(A_{\tau})$ と同型であることが知られてぃる.

$u=(u_{10}, u_{11}, u_{01}, u_{00})\in \mathbb{C}^{4}\backslash \{0\}$ に対し, $D_{u,\tau}:= \{z\in A_{\tau}|\sum_{\epsilon\in\{0,1\}^{2}}u_{\epsilon}\mathrm{f}_{\epsilon}(z)=0\}\subset A_{\tau}$

とお $\langle$ . $\mathrm{f}_{a}(z)$ は偶関数なので, $\mu_{2}$ は $D_{u,\tau}$ に作用する. $C_{u,\tau}=D_{u,\tau}/\mu_{2}$ , すなわち,

$C_{u,\tau}:= \{z\in K_{\tau}|\sum_{\epsilon\in\{0,1\}^{2}}u_{\epsilon}\mathrm{f}_{\epsilon}(z)=0\}\subset K_{\tau}$

とおく.

命題 3.1. (1) $\tau\in \mathfrak{H}_{2}$ とする. このとき, 一般の点 $u\in \mathbb{C}^{4}\backslash \{0\}$ をとれば, $D_{u,\tau}$ は種数 5
の非特異射影曲線であり, $\mu_{2}$ は $D_{u,\tau}$ に自由に作用する. また, $C_{u,\tau}$ は種数 3 の非特異
射影曲線である.
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(2) $C$ を種数 3 の非特異射影曲線, $\pi$ : $Darrow C$ を非分岐な二重被覆とする. このとき, 次
をみたす $\tau\in fl_{2}$ と $u\in \mathbb{C}^{4}$ が存在する : $D_{u,\tau}$ と $C_{u,\tau}$ はそれぞれ $D$ と $C$ に同型で,

$\pi$ : $Darrow C$ は自然な射 $D_{u,\tau}arrow C_{u,\tau}$ と同一視される.

Prym(D/C) を $\pi$ : $Darrow C$ に付随する Prym 多様体とする. 今の場合, Prym(D/C) は
Abel 曲面である. $C$ が超楕円的ではない場合は, Abel-Prym 射 $\beta$ : $Darrow \mathrm{P}\mathrm{r}\mathrm{y}\mathrm{m}(D/C)$ を用

いて, (2) の $D_{u,\tau}$ と $C_{u,\tau}$ を構或することができる ([10] 参照) .

4. 定理と証明の方針

簡単のため, 以下では $C$ は種数 3 の超楕円的ではない非特異射影曲線とする. $\pi$ : $Darrow C$

を非分岐な二重被覆とする. 命題 3.1(2) のような $(u, \tau)\in(\mathbb{C}^{4}\backslash \{0\})\mathrm{x}fl_{2}$ をとり, $D,$ $C$ を

それぞれ $D_{u},,$${}_{\tau}C_{u,\tau}$ と同一視する. $D$ は $2\Theta_{\tau}$ に線型同値な $A_{\tau}$ の因子であって, $\pi$ は自然な
射 D\rightarrow C=D/崗と同一視された.

$C$ を超楕円的ではないと仮定しているので, $\tau\in \mathfrak{H}_{2}\backslash \Delta$ となることがわかる. 従って, $K_{\tau}$

は $\Phi|2\Theta_{\tau}|(A_{\tau})\subset \mathbb{P}$ と同型になり, $K_{\tau}$ を $\mathbb{P}$ 内の曲面とみなすことができる. すると, $C$ は

$K_{\tau}$ と $u$ で定まる $\mathrm{P}^{3}$ の超平面の交叉である.
$k_{A_{\tau}}=d\ell z({\rm Im}\tau)^{-1}d\overline{z}$ を $A_{\tau}$ 上の平坦な K」er計量とする. $k_{K_{\tau}}$ を orbifold の意味で $k_{A_{\tau}}$ か

ら誘導される $K_{\tau}$ の K」er 計量とする. $kc=k_{K_{\tau}}|_{C}$ とおく. $(C, kc)$ はコンパクト Kiler
多様体である.
これから述べる定理は $(C, k_{C})$ から定まる $\lambda(\mathcal{O}_{C})$ 上の QuiUen 計量を具体的に求めるという

ものであるが, その前に, $\lambda(\mathcal{O}c)$ の標準的な元 $\varphi(u, \tau)$ と, 2 つの多項式 $F(z, \tau),$ $G(z, \tau)\in$

$\mathcal{O}(\mathfrak{H}_{2})[z]$ を定義する.
Serre 双対により, $H^{1}(C, \mathcal{O}_{C})^{\vee}$ と $H^{0}(C, \Omega_{C}^{1})$ を同一視することによって, $\lambda(\mathcal{O}_{C})=\det$

$H^{0}(C, \mathcal{O}_{C})\otimes\det H^{1}(C, \mathcal{O}_{C})^{\vee}=H^{0}(C, \mathcal{O}_{C})\otimes\det H^{0}(C, \Omega_{C}^{1})$ となる. $u_{a}\neq 0$ のとき,

$\varphi(u, \tau):=1\otimes\frac{1}{u_{a}}\wedge{\rm Res}_{C}b\neq a(\frac{\mathrm{f}_{b}(z,\tau)}{\sum_{\mathrm{c}\in\{0,1\}^{2}}u_{\mathrm{c}}\mathrm{f}_{\mathrm{c}}(z,\tau)}dz_{1}\wedge dz_{2})\in\lambda(\mathcal{O}_{C})$

\’e residue を表し,
$\iota\neq 0$ となる $a$ の取

$1(0)$ , $\delta=\mathrm{k}\mathrm{o}(0)$ で

$A(\tau)=(\alpha^{2}\delta^{2}-\beta^{2}\gamma^{2})(\beta^{2}\delta^{2}-\gamma^{2}\alpha^{2})(\gamma^{2}\delta^{2}-\alpha^{2}\beta^{2})$ ,
$B(\tau)=(\beta^{4}+\gamma^{4}-\alpha^{4}-\delta^{4})(\beta^{2}\delta^{2}-\gamma^{2}\alpha^{2})(\gamma^{2}\delta^{2}-\alpha^{2}\beta^{2})$,
$C(\tau)=(\gamma^{4}+\alpha^{4}-\beta^{4}-\delta^{4})(\alpha^{2}\delta^{2}-\beta^{2}\gamma^{2})(\gamma^{2}\delta^{2}-\alpha^{2}\beta^{2})$,
$D(\tau)=(\alpha^{4}+\beta^{4}-\gamma^{4}-\delta^{4})(\alpha^{2}\delta^{2}-\beta^{2}\gamma^{2})(\beta^{2}\delta^{2}-\gamma^{2}\alpha^{2})$,
$E(\tau)=\alpha\beta\gamma\delta(\delta^{2}+\alpha^{2}-\beta^{2}-\gamma^{2})(\delta^{2}+\beta^{2}-\gamma^{2}-\alpha^{2})$

$\cross(\delta^{2}+\gamma^{2}-\alpha^{2}-\beta^{2})(\alpha^{2}+\beta^{2}+\#+\delta^{2})$ .
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で定める. そして, $z=(z_{10}, z_{11}, z_{01}, z_{00})\in \mathbb{C}^{4}$ (こ対し,

$F(z, \tau)=A(\tau)(z_{10}^{4}+z_{11}^{4}+z_{01}^{4}+z_{00}^{4})+B(\tau)(z_{10}^{2}z_{00}^{2}+z_{11}^{2}z_{01}^{2})$

$+C(\tau)(z_{11}^{2}z_{00}^{2}+z_{01}^{2}z_{10}^{2})+D(\tau)(z_{01}^{2}z_{00}^{2}+z_{10}^{2}z_{11}^{2})+2E(\tau)z_{01}z_{11}z_{01}z_{00}$

とおく. $F(z, \tau)\in \mathcal{O}(\mathfrak{H}_{2})[z]$ は Kummer 曲面 $K_{\tau}$ の定義多項式である. すなわち, $K_{\tau}=$

$\{z\in \mathrm{P}^{3}|F(z, \tau)=0\}$ が成り立つ. また,

$G(z, \tau)=\prod_{a,b\in\{0,\frac{1}{2}\}^{2}}(\mathrm{f}_{10}(a+\tau b)z_{10}+\mathrm{f}_{11}(a+\tau b)z_{11}+\mathrm{f}_{01}(a+\tau b)z_{01}+\mathrm{f}_{00}(a+\tau b)z_{00})$

とおく. $G(z, \tau)\in \mathcal{O}(fl_{2})[z]$ は $K_{\tau}$ の 16 個の商特異点 {( $\mathrm{f}_{10}(a+\tau b)$ : $\mathrm{f}_{11}(a+\tau b)$ : ち 1 $(a+\tau b)$ :
$\mathrm{f}_{00}(a+\tau b))\in \mathrm{P}^{3}\}_{a,b\in\{0,\frac{1}{2}\}^{2}}$ が定める超平面の定義する一次式を, すべて掛け合わせた多項式で
ある.

定理 4.1. $c_{3}=2^{-\frac{2}{3}}\pi^{\frac{10}{3}}e^{-8\zeta’(-1)}$ とおく. このとき,

$||\varphi(u, \tau)||_{Q,\lambda(\mathcal{O}_{C})}^{2}=c_{3}e^{-\pi({\rm Im}\tau_{11}+1\mathrm{m}\mathrm{q}_{2}+1\mathrm{m}\tau_{22})}$ ($\det$ Imr) $\frac{1}{3}|F(u, \tau)|^{-\frac{1}{3}}|G(u, \tau)|^{-\frac{\epsilon}{12}}$

が成り立つ.

証明の方針を簡単に述べよう. $\lambda(\mathcal{O}c)$ の Quillen 計量は, $\lambda_{\mu_{2}}(\mathcal{O}_{D})$ の $\mu_{2^{-}}$ 同変 Quillen 計
量を求めることに帰着される. Bismut による同変 Qufllen 計量に関する埋め込み公式 ([1])
を用いれば, $\lambda_{\mu_{2}}(\mathcal{O}_{D})$ の $\mu_{2^{-}}$ 同変 Quillen 計量は, $\lambda_{\mu_{2}}(\mathcal{O}_{A_{\tau}})$ と $\lambda_{\mu_{2}}(\mathcal{O}_{A_{\tau}}(2\Theta_{\tau}))$ の $\mu_{2^{-}}$ 同変
Qufllen計量から求めることができる. そして, これらの量は, 吉川 ([11]) と K\"ohler-Roessler
([5]) の結果を用いて求めることができる.
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